ＧＡＰ積算準備［短期的見積・長期的見積その他］
■直接費について

積算内の間接費を赤、直接費を青で示す。
　　直接費単価は以下の「国土交通省　平成20年度設計業務委託等技術者単価　①設計業務」を用いた。


	技術者の職種
	基準日額（円）
	技術者の職種
	基準日額（円）

	主任技術者
	　　　　　54,100
	技師（Ａ）
	　　　　　38,300

	理事・技師長
	　　　　　51,600
	技師（Ｂ）
	　　　　　30,500

	主任技師
	　　　　　45,900
	技師（Ｃ）
	　　　　　26,000

	
	技術員
	　　　　　22,100


■長期的な業務の分掌状況（技術者レベルの振分けイメージ）


■短期的積算（所有タイトル約1,000タイトルのデータ化および全パソコンゲームリストの作成）［想定業務スパン約1年］

・Ａ　データ化業務（二次資料移動等は全リスト化業務も含まれる）
















・Ｂ　パソコンゲーム全リスト化業務（二次資料移動等は全リスト化業務に含まれる）











　　直接費　　　　　\12,335,150

　　諸経費（20％）　 \2,467,030

　　間接費　　　　　　 \796,000

　　　計　　　　　　\15,598,180


端数処理後消費税抜　\15,590,000　　　　　　　　　消費税込　\16,369,500




















































Ｂ４　リスト化部門報告書作成





表1　平成20年度設計業務委託等技術者単価　①設計業務





全体業務責任者


兼経理責任者


主任技師1名





技術部門責任者


技師（Ａ）1名





資料部門責任者


技師（Ｂ）1名





対外折衝責任者


技師（Ｂ）1名





プロテクト解析


最終チェック





技術部門実働者


技師（Ｃ）2名





ファイル化


動作チェック





資料部門実働者


技術員2名





進捗度把握


問題点把握


経理状態把握





保全タイトルのリスト化


保全タイトルを技術部門と連携把握


タイトルデータの確定





保全タイトルのリスト化に関する調査


保全タイトルのリスト入力





寄託者との折衝


資金提供者への情報提供


対外資料の作成


経理関係の処理補助





ＡＢ１　現物タイトルおよび二次資料、必要機材［書架・パソコン］の集積


　福岡→東京へのタイトルおよび二次資料、必要機材［書架・パソコン］の移動





［移動準備］\22,100×2人×2.0日＝\88,400


［到着受入］\22,100×1人×0.5日＝\11,050


［資料整理および機材準備］\38,300×1人×1.0日＋\22,100×2人×5.0日＝\259,300


［出張旅費］福岡－東京　国内線往復　\16,000×2人×2日＝\64,000


　　　　　　九州内移動費2名分　\5,000×2人＝\10,000


［移動経費］輸送業者依頼　中型ダンボール約100箱・書架10台　\700,000





\358,750





\774,000





Ａ２　データ化タイトルのリスト作成および作業手順把握





［リスト作成］\38,300×1.0日＋\26,000×2人×3.0日＝\194,300


［作業手順作成］\38,300×1.0日＋\26,000×2人×0.5日＝\64,300








\258,600





Ａ３　データ化作業


プロテクトの処理（チェッカの無効化）を行いつつ、データ化と光メディアへの焼き込みを進行


・全体処理タイトルを1,000として、プロテクト処理必要タイトルを約30％と想定


・プロテクトタイトルを5タイトル／日、ノンプロテクトタイトルを20タイトル／日とデータ化の進捗速度を想定


　・ＦＤ劣化のためデータ読込が不可能なタイトルが10％（約100タイトル）存在するとして、最後にまとめてフォーマット再生を試行する。








［プロテクトタイトル270タイトルのプロテクト処理］\38,300×54日＝\2,068,200


［全タイトル900タイトルのデータ化およびチェック］\26,000×2人×45日＝\2,340,000


［全タイトル900タイトルの光メディアへの焼込］\26,000×2人×2日＝\104,000


［100タイトルのフォーマット再生］\38,300×5日＝\191,500


［最終チェック］\38,300×3日＝\114,900


［光メディアおよび印刷等諸経費］\12,000











Ａ４　データ処理リスト作成・データ処理部門報告書作成





［全タイトルの処理状況リスト作成］\38,300×1.0＋\26,000×2人×3.0日＝\194,300


［データ処理部門報告書作成］\38,300×1.0＋\26,000×2.0＝\90,300








\4,818,600





\12,000





\284,600





Ｂ２　二次資料のリスト作成および作業手順把握





［リスト作成］\30,500×1.0日＋\22,100×2人×2.0日＝\118,900


［作業手順作成］\30,500×1.0日＋\22,100×2人×0.5日＝\52,600








\171,500





Ｂ３　全リスト化作業


　二次資料にあたりつつ、2000年までの約1万タイトルをデータベース化。採集項目は仕様に準ずる。


　・１人の技術者が１ヶ月分を１日で探索→入力のイメージ


　・想定スパンが1981～2000年の20年間（240ヶ月）である


・相反するデータが現れた際は、責任者が使用に基づいて確定





［リスト作成］\22,100×2人×120日＝\5,304,000


［リスト精査・確定］\30,500×30日＝\915,000








\6,219,000





［全タイトルリスト確定］\30,500×2.0＋\22,100×2人×2.0日＝\149,400


［リスト化部門報告書作成］\30,500×1.0＋\26,000×2.0＝\74,700


［光メディアおよび印刷等諸経費］\10,000








\224,100





\10,000








